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2040年を見据えた医療提供体制のイメージ

・かかりつけ医は減少する外来患者に対応
して在宅医療を行う必要に迫られる

・医療と介護の複合ニーズが一層高まる
・死亡数が一層増加する

第4回 かかりつけ医機能が発揮される制度の施行に関する分科会資料より抜粋



現行の地域医療構想に関する評価と課題

現行の地域医療構想は、制度論を中心として展開されている。

しかし、2040年を見据えては、新たな社会の在り様に対応した地
域医療体制の構築が必要である。外来患者の減少、在宅患者数
の増加、医療と介護の複合ニーズの増大、死亡数の増加などの
変化に対応する必要がある。

病床数を中心とした医療構想のみでは、地域医療構想とは言え
ない。在宅医療の受け皿が十分に整備されない限り、地域医療
構想におけるかかりつけ医・在支診・病院の連携による地域完結
型医療提供体制の構築は困難。

新たな地域医療構想等に関する検討会



地域医療構想の根幹

超高齢社会において求められる医療機能とは

・「治す」に特化した高次機能を担う病院

・地域医療、在宅医療を支える病院

・外来から在宅医療へ：生活、介護、医療の一体的取り組み

地域医療構想が完結するためには、病院完結型医療から、地域完結型医療へ

の転換が必要 かかりつけ医機能の整備

→在宅医療が地域医療構想の主要な課題となり、その上で、病院の在り方が

求められていくことが重要
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病院完結型医療から地域完結型医療への転換のためには

かかりつけ医機能を十分に有
するかかりつけ医が必要とな
る

かかりつけ医が、在宅医療を
行うことで、OJTとして、かかり

つけ医機能を獲得・深化させ
ることができる。



かかりつけ医は在宅医療を行うことで深化する

• 在宅医療において、かかりつけ医は、歯科医師、薬剤師、看護師、リ

ハビリ職、介護職、行政職員など、さまざまな関係者との連携が求められる。

→摂食嚥下、ポリファーマシー、認知症、緩和ケア等の諸問題など

→外来・病院では気づかない関係性

• かかりつけ医は、病気の背景に健康の社会的要因も存在することを理

解し、人生の終末期までを支える医療に必要な臨床力を備えることが

求められる。

• かかりつけ医は、在宅医療を行うことでかかりつけ医機能が深化する。

深化することで在支診が可能

新たな地域医療構想等に関する検討会

かかりつけ医と在支診の違い
24時間診療・単疾患以外の複合ニー
ズに対応・介護を含めた地域連携



「治し支える医療」：生活の充実・人生の満足へ

治し支える医療を実現させるための総合的視点

日本在宅ケアアライアンス「基本文書2」
(2019年)



医師会に所属する医療機関における訪問診療・往診の取組状況
（184医師会）

会員の2割以下のところが
51％

令和5年度 老人保健事業推進費等補助金老人保健健康増進等事業
「かかりつけ医と多職種連携に関する調査研究事業報告書」（2024.3）より改変



地域完結型医療提供体制を構築するために必要なシステム

• 24時間在宅医療、夜間体制、休日対応を行うためには、複数
医師による診療所、複数診療所のグループ診療

• 中小病院との連携、看護小規模多機能型居宅介護との連携
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新たな地域医療構想に期待すること

・医療機関の役割分担・連携

→グループ・プラクティスの推進 中小病院の役割の明確化

・医療・介護の複合ニーズへの対応

→かかりつけ医機能と多職種協働のさらなる推進

→看護小規模多機能型居宅介護（看多機）の推進

・都道府県、2次医療圏では地域完結型医療は困難

→市町村の高齢者保健福祉計画と地域医療構想との一体化

地域性の違いから市町村個別の医療計画

・国や自治体等の役割として、人材の育成

→タスクシェアするために人材の育成が必要。特定行為のできる看護師の養成・

推進
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